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9
月
4
日
(日
)午
前
8
時
3
0
分
～
正
午

メ
イ
ン
会
場

都
立
中
川
公
園

総
合
防
災
訓
練
ラ
イ
フ
セ
ー
ブ
あ
だ
ち
2
0
0
5

来
て
見て体験

、

自
宅
で

実

践し
よ
う

7
月
2
3日
に
発
生
し
た
地
震
で
は
、
区
内
の
一
部
地
域
で
震
度
5
強
を
観
測
し
ま
し
た
。
多
く
の
方
が
、
地
震
は
い
つ
起

き
る
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
あ
わ
て
な
い
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
の
備
え
が
必
要
で
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
備
え
を
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
(
4
・
5
面
参
照
)
。

今
年
も
、
総
合
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す
。
都
立
中
川
公
園
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
、
地
域
の
方
の
発
災
対
応
型
訓
練
と
共

に
、
来
場
し
た
皆
さ
ん
が
ど
な
た
で
も
参
加
・
体
験
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

見
学
で
き
ま
す

人
命
救
助
に
重
点
を

置
い
た
訓
練

中
川
公
園
第
1
会
場
で
は
、
自
衛

隊
・
警
察
・
消
防
な
ど
に
よ
る
、
人

命
救
助
に
重
点
を
置
い
た
訓
練
を
行

い
ま
す
。
地
震
発
生
時
に
起
こ
る
火

災
や
、
家
屋
の
倒
壊
に
よ
る
け
が
人

の
救
出
・
救
助
訓
練
、
医
療
救
護
所

設
置
訓
練
な
ど
で
す
。
来
場
し
た
方

は
、
ど
な
た
で
も
見
学
で
き
ま
す
。

地
域
住
民
参
加
に
よ
る

実
践
的
訓
練

大
谷
田
小
学
校
避
難
所
運
営
訓
練

で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
初
期
消

火
訓
練
、
救
出
救
助
訓
練
、
応
急
手

当
訓
練
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
広
域

避
難
場
所
に
避
難
す
る
発
災
対
応
型

訓
練
を
行
い
ま
す
。

参
加
で
き
ま
す

展
示
・
体
験
コ
ー
ナ
ー

(
表
1

・
表
2
)

中
川
公
園
第
1
会
場
で
は
、
初
期

消
火
や
応
急
手
当
の
訓
練
な
ど
、
第
2

会
場
で
は
、
建
物
耐
震
診
断
や
耐

震
補
強
の
展
示
、
家
庭
で
で
き
る
浸

水
対
策
な
ど
を
体
験
で
き
ま
す
。

ま
た
、
第
1
・
第
2
会
場
共
に
、

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
避
難
方
法
な
ど

を
学
べ
ま
す
。

訓
練
内容

▽
関
係
機
関
(
自
衛
隊
・
警
察
・
消

防
お
よ
び
電
気
・
ガ
ス
・
水
道
な

ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
関
係
機
関
、

防
災
関
係
機
関
な
ど
)
・
:警
備
犬

に
よ
る
被
災
者
救
出
/
一
斉
放
水

/
応
急
救
護
/
仮
設
住
宅
設
置
/
　

電
力
復
旧
/
車
両
障
害
物
除
去
/
　

し
尿
回
収
運
搬
/
応
急
給
水
/
応

急
物
資
輸
送
/
緊
急
燃
料
輸
送
は

か
▽
区
…
避
難
誘
導
/
避
難
所
開
設
・

運
営
/
医
療
救
護
所
の
設
置
/
ガ

レ
キ

ー
ゴ
ミ
処
理
/
薬
剤
散
布
/
　

災
害
時
要
援
護
者
移
送
/
応
急
危

険
度
判
定
ほ
か

▽
町
会
・
自
治
会
・
:避
難
所
開
設
・

運
営
(
中
川
小
・
第
十
二
中
、
東

渕
江
小
・
大
谷
田
小
・
長
門
小
)
　
/

一
時
集
合
場
所
か
ら
広
域
避
難

場
所
ま
で
の
避
難
ほ
か

総
合
防
災
訓
練
の
お
問
い
合
わ
せ
は
、

災
害
対
策
係
へ

晋
(
3
8
8
0
)
5
8
3
6

▲ 応急手当や心肺蘇生の体験訓
練もできます( 昨年の様子)

図1 總合防災訓練会場図

当
日
、
都
立
中
川
公
園
周
辺
は
、

午
前
7
時
～
午
後
1
時
ま
で
訓
練

の
た
め
、
道
路
の
混
雑
や
騒
音
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 車での来場はご遠慮ください

▲ 一斉放水訓練( 昨年の様子)

表1 都立中川公園第1 会場 展示・体験コーナー

表2 都立中川公園第2 会場 展示・体験コーナー

今号の主な内容
2
圜
・・・
保
健
福
祉
ガ
イ
ド

4
・
5
圜
・・・
首
都
・
の
大
地
震
/
竹
の
塚

複
合
施
設
オ
ー
プ
ン

7
圜
・・・
く
6
し
の
情
報
/
催
し
物
ガ
イ
ド
8

圜
・・・
郷
土
博
物
館
「
艷
睦
摎

」
展

衆
議
院
議
員
選
挙
/
最
高
裁
判
所
裁
判
官

国
民
審
査

投
票
日
9
月
1
1日
(日
)午
前
7
時

～
午
後
8
時

お問い合わせは

選挙管理委員会

3880- 5581

□
足
立
区
は
2
つ
の
選
挙
区

小
選
挙
区
は
人
口
に
比
例
し
て
区

割
り
を
し
て
い
る
た
め
、
足
立
区
は

「
東
京
都
第
1
2区
」
「
東
京
都
第
1
3

区
」
に
分
か
れ
ま
す
。
1
2区
と
1
3区

と
で
は
候
補
者
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

□
投
票
は
全
部
で
3
回

投
票
は
、
小
選
挙
区
選
挙
・
比
例

代
表
選
挙
・
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
の
順
に
3
回
行
い
ま
す
。

□
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す

区
役
所
を
は
じ
め
、
区
内
6
ヵ
所

で
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
(
表
3
)

。
場
所
に
よ
っ
て
受
付
期
間
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。
※
く
わ
し
く
は
、
8
月
3
0

日
ご
ろ
送
付
さ
れ
る
入
場
整
理
券
の

案
内
や
、
選
挙
特
報
(
各
戸
配
付
)

を
ご
覧
く
だ
さ
い

表3 期日前投票場所・受付時間一覧

※ いずれも時間は、午前8時30分～午後8時

葦

立
ち

「
足
立
の
子
ど
も
た
ち
へ
」

夏

休
み

も
終

わ
り

に

近
づ

き
ま
し

た
が

、
み
な
さ
ん
お
元
気
で
す
か

。
今

日
は
3

つ
の
う
れ
し

い
話
を
し
ま
す

。

一
つ
目
は

、
区
内
に
住
ん
で

い
る
朱

川
湊
人
(

し

ゅ
か
わ
み
な
と
)

さ
ん
が

書

い
た
本

「
花
ま
ん
ま

」
が

、
直

木
賞

と

い
う
文
学
賞
を
取

っ
た
こ
と
で
す

。

足
立
区
育
ち
の
朱
川
さ
ん
は

、
子
ど
も

の
こ

ろ
か
ら

、
よ
く
区

内

の
図
書
館
を

利
用
し
た
そ
う
で
す

。
ペ
ン
ネ
ー
ム
の

「
朱
川

」
は

、
朝
日
に
そ
ま
る
あ
ら
川

が
す
き
で
っ
け
た
そ
う

で
す

。
と
て
も

う
れ
し
く

、
ほ
こ
り
に
思

い
ま
す

。
二

つ
目
は

、
2
4
日
か
ら

「
つ
く

ば
エ
ク
ス

プ
レ

ス
」
が
走
り
始
め
た
こ
と
で
す

。

き
た
せ
ん
じ
ゅ

あ
お
い

ろ
くち
ょ
う

区
内
に
は

、
北
千
住

、
青
井

、
六
町

の
3

駅

が
で
き
ま
し
た

。
こ
れ

が
で
き
る

ま
で
に
は

、
計
画
か
ら
2
0
年
も
か
か

っ

て

い
ま
す

。
か

ん
係

す

る
み

な
さ

ん

が
、
長

い
問

、努

力
し

た
せ

い
か
で
す

。

さ
ら
に

「
日
暮
里
・
舎
人
線

」
と

い
う

新
交

通

シ

ス
テ

ム
も
開

通
す

る
予
定

で

、
こ

れ
か
ら
も
足
立
区
は
ま
す
ま
す

べ
ん
り
に
な

っ
て

い
き
ま
す

。
三
つ
目

は
、
足

立
の
子
ど
も
た
ち
が
全
国

大
会

で
活

や
く

し

た
こ
と

で

す

。
野
球

の

「
竹
仲
」
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
「
全
(

オ

ー
ル
)

千
寿
J
V
C

」
で
す

。
大
会
前

に

は

、
「
日
ご

ろ
の
練
習
の
せ

い
か
を

思
う

ぞ
ん
分
に
発

き
し

て

、
元
気
「
ツ

ラ
ツ
の
プ
レ
ー
を
し
て
き
ま
す

」
と
あ

い
さ

つ
し
て
く
れ
ま
し

た

。
日
ご
ろ
の

き
び
し

い
練

習
を

つ
み

重
ね

た
け

っ

か

の
全
国
大
会
出
場
は

、
大

へ
ん
う

れ

し

い
こ
と
で
す

。

足
立
区
に
は

、
ま
だ
ま
だ

い
っ
ぱ

い

良

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

。
み
な
さ
ん

が
住
ん
で

い
る
足
立
区

に
つ
い
て

、
ぜ

ひ
調

べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

足
立
区
長

鈴

木
恒
年

世帯 と人 口 ( 17年8 月1 日現在 外国人含む) 世帯数: 296, 508 人口: 646, 137 人( 男: 325, 798 人, 女320, 339 人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
8
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

電 話 番 号 が な い 記 事 に つ い て は

区 役 所 代 表 へ 　3880 一5111

区 ・ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス は
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米
寿
を
迎
え
る
方
に
、
敬
老

祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す

米
寿
(
8
8
歳
)
を
迎
え
る
方
に
、

長
寿
の
祝
い
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象
1
9
月
1
9
日
現
在
、
区
内
在
住

で
大
正
6
年
4
月
2
日
～
大
正
7
年

4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
方
(
申

請
不
要
)

祝
い
品
―
足
立
区
商
店

街
振
興
組
合
連
合
会
発
行
の
共
通
商

品
券
(
5
0
0
円
券
2
0枚
)

※
民
生
委

員
の
訪
問
な
ど
に
よ
り
贈
呈
し
ま
す

問
先
=
高
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

恩
給
欠
格
者
、引
揚

者
の
方
へ

独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特

別
基
金
で
は
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

書
状
な
ど
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

対
象
H
旧
軍
人
・
軍
属
で
恩
給
な
ど

を
受
け
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
恩
給

欠
格
者
の
方
/
終
戦
に
伴
い
、
本
邦

以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

て
、
昭
和
4
2年
の
引
揚
者
特
別
交
付

金
を
受
給
し
た
方

※
請
求
済
み
の

方
は
不
要

資
料
請
求
先
H
区
・
民

生
係

問
先
=
独
立
行
政
法
人
平
和

祈
念
事
業
特
別
基
金

啻
0
1
2
0
(
2
3
4
)
9
3
3

区
・
民
生
係

認
知
症
講
演
会
「
認
知

症
予
防
の
最
新
情
報
」

日
時
=
9
月
1
5
日
㈲
、
午
後
2
時
～

3
時
3
0分

対
象
u
認
知
症
の
家
族

お
よ
び
認
知
症
に
関
心
の
あ
る
方

講
師
―
檳
木
彰
氏
(
自
治
医
科
大
学

附
属
大
宮
医
療
セ
ン
タ
ー
教
授
)

定
員
=
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
n
竹
の
塚
保

健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
8
2

高
齢
者
の
方
に
無
料
マ
ッ
サ
ー
ジ

日
時
等
=
9
月
6
日
収
・
2
0
日
㈹
…

千
住
北
部
地
域
集
会
所
(
千
住
寿
町

3
7
-
6
)
/
9
月
9
日
面
・
1
6
日
面

…
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
受
付
―
午

前
9
時
～
午
後
3
時
1
0
分
対
象
-

7
3歳
以
上
の
区
民

定
員
―
各
日
4
8

人
(
先
着
順
)

申
込
=
当
日
直
接

会
場
へ

※
会
場
で
の
貴
重
品
の
管

理
は
各
自
で
し
て
く
だ
さ
い

問
先
H

障
害
福
祉
計
画
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
5

虚
弱
高
齢
者
の
た
め
の

水
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

日
程
=
1
0
月
H
日
～
1
2
月
2
0
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
、
全
2
0回
、
9
0分
程

度

場
所
=
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー

対
象
=
お
お
む
ね
6
5歳
以
上

で
虚
弱
な
方

内
容
U
プ
ー
ル
や
体

育
館
を
利
用
し
て
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
/

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ほ
か

定
員
H
1
8

人
(
抽
選
)

費
用
=
2
0
0円(
保

険
料
)

申
込
=
所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
持
参

※
申

込
用
紙
は
ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
、
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
ス

ポ
ー
ツ
事
業
課
、
高
齢
サ
ー
ビ
ス
課

で
配
付
(
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
)

期
限
=
9
月
1
6日

申
先
=
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
事
業

課
7
3
8
5
9
)
8
2
1
7

ス
イ
ム
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
5
0
)
1
1
3
3

問
先
=
高
齢
調
整
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
8
6

□
運
動
補
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
同
時

に
募
集
し
ま
す

ま
ず
は
、
電
話
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。
問
先
H
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
内
ス
ポ
ー
ツ
事
業
課

啻
(
3
8
5
9
)
8
2
1
7

快
適
な
食
生
活
と
入
れ

歯
入
門
　

～
い
つ
ま
で

も
元
気
な
食
生
活
を
～

(
2
日
制
)

日
程
・
内
容
等
=
入
れ
歯
特
有
の
性

質
と
、
し
っ
か
り
か
む
こ
と
の
大
切

さ
を
学
習
(
表
1
)

定
員
=
3
0
人

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
先
―
竹
の
塚
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
歯
科
保
健

啻
(
3
8
5
5
)
5
0
4
6

表1 快適な食生活と入れ歯入門

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

9
月
の
土
曜
予
防
接
種
外
来

日
時
=
9
月
1
7日
倒
、
午
後
3
時
～
5

時

※
受
け
付
け
は
、
午
後
4
時
3
0

分
ま
で

場
所
=
足
立
区
医
師
会

館
(
中
央
本
町
3
-
4
-
4
)

対

象
=
各
予
防
接
種
の
法
定
年
齢
内
の

子
ど
も

※
B
C
G
、
ポ
リ
オ
を
除

く

申
込
=
母
子
手
帳
、
予
防
接
種

予
診
票
を
持
参
の
上
、
保
護
者
同
伴

で
当
日
直
接
会
場
へ
※
予
防
接
種

相
談
も
で
き
ま
す
問
先
H
健
康
推

進
係
啻
(
3
8
8
0
)
5
8
9
2

足
立
区
医
師
会
(
当
日
、
午
後
3
時
～

5
時
の
み
受
け
付
け
)

啻
(
3
8
8
0
)
1
8
6
6

風
の
子
ま
つ
り
2
0
0
5

「
思
い
っ
き
り
忍
者
」

日
時
=
9
月
4
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～

午
後
2
時
(
最
終
入
場
)
対
象
U

幼
児
～
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
内

容
=
「
大
人
も
子
ど
も
も
忍
者
で
遊

ぼ
う
」・
:忍
者
市
(
バ
ザ
士
/

忍

者
工
房
(
手
作
り
手
裏
剣
な
ど
)
/

忍
法
い
ろ
い
ろ
(
す
い
と
ん
の
術
な

ど
)
/
忍
者
修
行
道
場
(
運
だ
め
し

な
ど
)
ほ
か

申
込
=
当
日
直
接
会

場
へ

場
・
問
先
U
こ
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

食
と
健
康
教
室
「
無
理
な
く
、
す

っ
き
り
ダ
イ
エ
ッ
卜
」
(
2
日
制
)

日
時
=
9
月
8
日
困
・
1
6
日
面
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
U

▽
1
日
目
・
:太
り
に
く
く
バ
ラ
ン
ス

の
良
い
食
事
と
は

▽
2
日
目
・
:脂

肪
を
燃
焼
さ
せ
る
運
動

定
員
=
2
5

人
(
先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総

合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
5

食
と
健
康
教
室
「
し
っ
か
り
食
べ

て
ダ
イ
エ
ッ
ト
!

」
(
2
日
制
)

日
時
=
9
月
1
4日
南
・
9
9一日
困
、
午

後
1
時
3
0分
～
3
時
3
0分

対
象
H

肥
満
気
味
の
方
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
し
た

い
方

内
容
n
し
っ
か
り
食
べ
て
も

肥
満
に
な
ら
な
い
食
べ
方
を
一
緒
に

考
え
ま
す

▽
1
日
目
・
:太
り
に
く

く
す
る
食
事
の
と
り
方
/
自
分
の
食

事
内
容
チ
ェ
ッ
ク

▽
2
日
目
…
体

脂
肪
を
減
ら
す
運
動

定
員
n
2
5
人

(先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
保
健
栄
養

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

か
ら
だ
の
た
め
の
ダ
イ
エ

ッ
ト
教
室
(
3
日
制
)

日
時
=
9
月
1
2
日
・
2
6
日
・
1
0
月
2
4

日
、
い
ず
れ
も
月
曜
日
、
午
前
9
時

4
5
分
～
一
‥
一
時
4
5
分
対
象
H
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂
肪
、
血
圧
、
血

糖
値
、
肥
満
が
気
に
な
る
方

内
容

―
検
査
値
と
体
の
つ
な
が
り
/
私
の

食
生
活
/
口
の
健
康
と
ダ
イ
エ
ッ
ト

定
員
n
4
0
人
(
先
着
順
)

申
込
n

電
話

場
・
申
・
問
先
=
江
北
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

9
月
5
日
オ
ー
プ
ン

「
子
育
て
サ
ロ
ン
お
お
や
た
」

利
用
日
時
=
毎
週
月
～
金
曜
日
、

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
(
土
・
日
・

祝
日
・
年
末
年
始
は
休
館
)
場

所
―
お
お
や
た
幼
保
園
内
(
大
谷

田
2
-
I
-
9
)
対
象
=
O
～

3
歳
児
と
そ
の
保
護
者

内
容
=

親
子
で
自
由
に
遊
べ
、
育
児
に
関

す
る
情
報
交
換
が
で
き
る
ス
ペ
ー

ス
で
す

問
先
=
子
育
て
サ
ロ
ン

お
お
や
た

啻
(
3
6
2
0
)
7
5
9
1

こ
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
6
0
6
)
1
3
3
3

9月の献血
受け付け時には、本人を確認できるもの( 運転免許証や保険証な

ど) を提示してください。

問先= 東京都東赤十字血液センターH5682 ―2803　　
区・衛生管理係H3880 ―5891,

9 月の隹日捲骨聢当番所
骨折や脱きゅう、ねんざ・打撲などの応急施

術を当番制で行っています。 《健康推進課》

※ いずれも時間は、午前9時～午後5時

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
　
9月
の
予
定
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血
液
す
っ
き
り
サ
ラ
サ
ラ

教
室
「
血
液
健
康
度
ア
ッ

プ
作
戦
」
(
2
日
制
)

日
時
=
1
0
月
3
1
日
㈲
・
‥
‥
一
月
7
日

㈲
、
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分

対
象
―
肥
満
・
血
糖
・
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
・
中
性
脂
肪
・
高
血
圧
な
ど
が

気
に
な
る
方

内
容
=
▽
1
日
目
・
:

血
液
と
生
活
習
慣
病
と
は
/
血
管
を

元
気
に
す
る
食
事

▽
2
日
目
・
:運

動
で
元
気
な
身
体
/
囗
の
健
康
ア
ッ

プ

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

場
・
申
・
問
先
=
東
和

保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域
保
健
係

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ふ
れ
あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
「
生

活
習
慣
病
を
防
ぐ
に
は
」

日
畤
=
9
月
瓦
日
皈

午
後
2
時
～
4

時

場
所
=
青
少
年
セ
ン
タ
ー

内
容
=
塩
分
や
脂
肪
、
カ
ル
シ
ウ
ム

を
考
え
た
料
理
を
食
生
活
コ
ン
ダ
ク

タ
ー
と
一
緒
に
作
り
ま
す

定
員
1
2
5

人
(
先
着
順
)

費
用
=
3
0
0円(
材

料
費
)

持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
、
三

角
き
ん
、
ふ
き
ん
、
筆
記
用
具

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
東
和
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄
養

啻
(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

生
活
習
慣
病
予
防
(消

化
器
)
健
診

生
活
習
慣
病
予
防
(
消
化
器
)
健

診
の
申
込
書
を
年
2
回
に
分
け
て
送

付
し
て
い
ま
す
。
送
付
日
=
8

月
2
6

日
ご
ろ

対
象
=

今
年
度
4
5・
5
5

・
6
5・
7
0歳
に
な
る
方
(
今
回
は

昭
和
1
0・
1
5・
2
5・
3
5年
1
0月
か
ら

昭
和
‥‥一
・
1
6・
2
6・
3
6年
3
月
生
ま

れ
)
で
、
1
6年
度
中
に
生
活
習
慣
病

予
防
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方

※

1
6年
度
中
に
生
活
習
慣
病
予
防
健
診

を
受
け
て
い
る
方
は
、
直
接
誕
生
月

に
受
診
票
を
送
付

受
診
場
所
=
区

内
の
指
定
医
療
機
関

内
容
=
診

察
、
血
液
、
尿
な
ど
に
よ
る
生
活
習

慣
病
、
心
臓
、
肝
機
能
、
じ
ん
機
能

な
ど
の
検
査
お
よ
び
肝
炎
の
ウ
イ
ル

ス
検
査
と
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
に
よ
る

胃
健
診

申
込
=
同
封
の
申
込
(
ガ

キ
に
切
手
を
貼
っ
て
郵
送

申
・
問

先
=
成
人
保
健
係

〒
1
2
0
・
8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

歯
周
病
予
防
教
室
「
口
の

中
を
き
れ
い
に
す
る
と
、

体
が
健
康
に
な
る
っ
て

ホ
ン
ト
?
」
(
2
日
制
)

日
時
=
9
月
8
日
困
・
1
5
日
㈲
、
午

前
1
0
時
～
正
午
対
象
=
区
内
在
住

の
方

内
容
=
▽
1
日
目
…
講
演

「
歯
・
口
と
全
身
の
健
康
」
(
森
山

貴
史
氏
〈
東
京
歯
科
大
学
講
師
〉
)

▽
2
日
目
・
:口
腔
ケ
ア
グ
ッ
ズ
の
使

い
方
、
だ
液
を
使
っ
た
テ
ス
ト
ほ
か

(区
・
歯
科
衛
生
士
)

定
員
-
3
5

人
(
先
着
順
)

申
込
=
電
話

場
・

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
歯
科
保
健

日
(
3
8
8
0
)
5
3
5
4

犬
の
し
つ
け
方
教
室

日
時
八

分
～
4
時
場
所
=
第
四
中
学
校

※
車
で
は
来
場
で
き
ま
せ
ん

対
象
=

愛
犬
が
わ
が
ま
ま
で
困
っ
て
い
る

方
、
新
し
く
飼
い
始
め
た
方
ほ
か

※
家
族
で
の
参
加
可

内
容
=
犬
の

し
つ
け
方
を
モ
デ
ル
犬
を
使
っ
て
学

習

※
当
日
は
犬
を
連
れ
て
こ
な
い

で
く
だ
さ
い

講
師
―
藤
井
聡
氏

(
㈱
オ
ー
ル
ド
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
・
ジ

ヤ
パ
ン
ケ
ネ
ル
ク
ラ
ブ
公
認
訓
練
範

士
)

定
員
=
1
5
0人
(
先
着
順
)

申

込
=
電
話

申
・
問
先
=
住
居
衛
生

係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
7
5

区
立
保
育
園
臨
時
職
員

な
ど
の
登
録
者
募
集

対
象
=
保
育
園
の
業
務
に
関
心
が
あ

る
方
勤
務
内
容
=
保
育
園
の
保
育

補
助
な
ど
の
業
務
勤
務
条
件
u
▽

欠
員
パ
ー
ト
…
午
前
8
時
3
0
分
～
午

後
5
時
1
5
分
の
問
で
6
時
間
程
度
　

(
各
園
で
指
定
)
▽
朝
夕
保
育
…

午
前
7
時
3
0
分
～
1
0
時
お
よ
び
午
後

4
時
～
6
時
3
0
分
の
間
で
2
～
4
時

間

報
酬
=
▽
欠
員
パ
ー
ト
…
時
給
8
2
0

円

▽
朝
夕
保
育
…
時
給
8
7
0円

奈
交
通
費
は
日
額
3
6
0
円
を
限
度
に
支

給
採
用
=
欠
員
が
出
た
ら
連
絡
、

該
当
保
育
園
で
面
接
申
込
u
電
話

※
随
時
募
集
。
4
月
以
降
に
登
録
し

た
方
は
、
再
度
登
録
の
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん

申
・
問
先
=
保
育
管
理
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
7
2

思
春
期
講
演
会
「
摂
食

障
害
・
リ
ス
ト
カ
ッ
ト

に
つ
い
て
考
え
て
み

よ
う
!

」
(
3
日
制
)

日
程
等
=
表
2

対
象
=
本
人
、
家

族
、
関
係
者
、
区
内
在
住
で
関
心
の

あ
る
方

定
員
=
各
8
0人
(
先
着

順
)

申
込
=
電
話

場
・
申
・
問

先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
地
域

保
健
係

啻
(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

表2 思春期講演会日程等

※ いずれも時間は、午後2時～4時
※希望する方は、終了後個別相談あり

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
行
っ
て

い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
ペ
プ
シ

ノ
ゲ
ン
法
と
X
線
撮
影
法
の
い
ず
れ

か
を
選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法

は
1
0∝
程
度
の
採
血
で
済
み
ま
す
。

日
程
・
内
容
等
n
表
3
(
(
2
)
X線撮

影
法
は
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ

ー
の
み
で
受
診
可
)

対
象
=
3
5歳

以
上
の
区
民
(
1
年
度
―
回
の
み
)

※
胃
を
切
除
し
た
方
、
胃
の
病
気
で

治
療
中
の
方
、
ベ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
で

要
精
密
検
査
と
な
っ
た
方
は
除
く
。

じ
ん
不
全
の
方
は
X
線
撮
影
法
の
み

可
。
い
ず
れ
の
場
合
も
大
腸
が
ん
検

診
の
み
の
受
診
も
可

定
員
=
5
0～
8
0

人

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
、
希
望
ど
お
り
に
な
ら
な
い
場
合

あ
り

申
込
I
(

ガ
キ
に
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、

生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番

号
、
表
3
か
ら
胃
が
ん
検
診
名
(
(
1
)

血
液
検
査
(
2
)
X線
撮
影
の
い
ず
れ

か
一
方
を
選
択
)
、
検
診
日
、
受
診

場
所
を
第
3
希
望
ま
で
明
記

期
限
=

受
診
希
望
月
の
前
月
1
5日
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
前
月
下
旬
(
1
0月

を
希
望
す
る
場
合
、
9
月
1
5日
必

着
、
受
診
票
の
送
付
は
9
月
下
旬
)

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
診
療
放
射
線
係

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
I
-
5
-
3

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
5
7

表3消化器がん検診日程( 10～11月)
( 1)血液検査 十検便

( 2) X 線撮影 十検便

☆印の日程は午後、それ以外は午前に実施

在宅介護支援センター 9月の家族介護者教室

※「申込= 」の記載がないものは、当日直接会場へ

宿
泊
施
設

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

申
込
方
法
等
=
「
わ
た
し
の
便
利

帳
」
1
1ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

休
館
日
等
=
表
4

※
以
前
の
申
込
(

ガ
キ
(
未
使
用
の
も
の
)
を
お
持

ち
の
方
は
、
公
社
各
窓
口
で
現
品
と

引
き
換
え
に
払
い
戻
し
ま
す
。
印
鑑

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
(
ス
タ
ン
プ

印
不
可
)

宿
泊
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
・
:

各
施
設
予
約
電
話
へ
(
表
4
)

表4 各施設利用案内11 月利用分

※利用申し込みは2 人以上。1 施設に対して、1 グループにつきハガキ1 枚でお願いします
※日光林間学園、鹿沼野外レクリエーションセンターについ
ては、利用できる日でも、学校などが利用するため。空室が
少ない場合があります。< わしくは、各施設にお問い合わ
せください
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首 都圏の大地 震
そのと きのために、
今私たちにできること

昨年10月23日の新潟県中越地震( M6( 8) 、今年3 月20日の福岡県西方沖地震( M7 徒O)
、7 月23日の千

葉県北西部地震( M6. 0) 、そして今月16日には宮城県沖を震源とする地震( M7. 2) と、短い期間に大き
な地震が続けて起こりました。中でも千葉県北西部地震では、約13年ぶりに都内を震度5 以上の地震が
襲い、震度5 強という最大震度を記録したのは足立区でした。首都圏も、いつ、これまで以上の大きい
地震に見舞われるかわかりません。普段から、地震への備えをしておきましょう。

※「M」= マグニチュード…地震の規模を表す

問先= 災害対策係03880 ―5836

非 常 持 ち 出 し 袋 の 準 備

避難が必要になる場合に備えて、避難所での プは包帯代わりにもなるので、あると便利です。ま
生活に最低限必要な物や応急手当ができる医薬 た、|司じ種類の品なら、できるだけ軽量でゴンバク
品などを、リュックサックなどに入れ、いっで 卜なものを選ぶのがポイントです。
も持 ち出せ る よう にして お きまし ょう 。
1. 食料 関係2. 医薬 品 な ど3. 日用 品4.
衣類 関係( 下着 な どのほ か、 ジ ャー ジ上下 な ど

も重宝 し ます) 5. 貴重品
※ 非常 持 ち出し 袋 のほか に、3 日分 の飲料 水 ・
食糧 など、 家庭 備蓄 もし てお き まし ょう。
< ワン ポイント>
表1 は 阪 神・淡 路 人 震 災 時に、役に 立ったもの

のリストで す。参 考にしてください 。特 に食品 用ラッ

卜区役所本庁舎2 階で、災害
対策用品の展示をしていま
す。災害対策用品のあっせ
ん のチラ シもあり ますの
で、活用してください

表1 災害時、役に立った品

※ 被災者210人に調査を行った結果です( 厂コープこうべ・
こうべからのメッセージ) より)

足立区内で震度5 強
区内には、4ヵ所( 区役所、千住消防署、足立

消防署神明出張所、西新井消防署) に震度計が
設置されています。先月の千葉県北西部地震( M6. 0)

では、そのうちの1 つが震度5 強を記録
し、残る3 つは震度4 でした。このように、震源
の位置や各地域の地盤などにより、同じ区内で
も震度が異なる場合があります。幸い今回区内
では、大きな被害は出ませんでしたが、ブロッ
ク塀や外壁が崩れた、電柱が傾いた、エレベー
ターに閉じ込められたなどの被害が数件報告
されました。また、都内各地で交通機関が大き
く乱れ、多くの人の足にも影響が出ました。
今回の地震で改めて、私たちの住む東京が、

いかに地震に弱いかを痛感しました。今回の
ことをきっかけに、改めて地震対策について、
見直してみましょう。

地震が起きたら
( 1)まずは身を守る
以前は、火の始末が先と言われていました

が、火を止めに行く過程でけがをする方が多い
ため、揺れている時は、落ちてくる物や倒れて
くる物から身を守ることを優先してください。
( 2)揺れが収まったら、火の始末
( 3)脱出口を確保
ドアが変形して開かなくなることがあるの

で、窓やドアを開け、出口を確保してくださ
い。外も落下物などの恐れがあるので、慌てて
外に飛び出さないようにしてください。
建物内に留まるのが危険な場合、または外出
などで屋外にいる場合は、公園など火災による
被害の恐れの少ない場所に避難しましょう。
いざという時のために、町会・自治会ごとに指
定されている一時集合場所や安全な場所など
を把握しておきましょう。

防災訓練に参加しましょう!
近年必ず来ると言わ

れている大地震などの
災害に備え、自宅近く
の小・中学校で行われ
ている避難所運営訓練
などに積極的に参加し
ましょう( 1 面参照)。

▲ 区の防災キャラクター
震太くんと揺れ子ちゃん

我が家の安全対策● 落 下 物 の 防 止 ●

阪神・淡路大震災で、家の中の落下物でけがをした方は
けが人全体の15%で、家具転倒によるけがを合わせると全
体の65%に上ります。落下物によるけがを防ぐために、重
い物は高い所に置かないようにしましょう。照明器具・エ
アコン・額縁などの落下防止策を取りましょう。

● 家 具 の 固 定 ●

阪神・淡路大震災では、家具の下敷きになって亡くなっ
た方が死者全体の約20%、倒れてきた家具でけがをした方
も、けが人全体の50%を占めました。このように家具の転
倒は、大きな被害を生みます。被害を防ぐため、日ごろか
らしっかりと固定する必要があります。
対策としては、家具の下に物を挟んで壁側に傾けるだけ

でも効果がありますが、家具を壁に密着させて、L ・T 字
瑁金具など家具の大きさに合ったしっかりとした転倒防|卜
器具を取り付けるのが最も効果的です。
< ワンポイント>
転倒しやすい家具の傾向は次の3 点です。

1徒
家具の奥行が浅く、背が高くなるほど転倒率が高い
2.高層住宅の上層階ほど家具の転倒率が高い
3徒
硬い床より柔らかい床( フローリングよりもじゅうたん
など) に置いた家具の方が転倒しやすい

● 家 族 で 防 災 会 議 ●

いざというとき、家族が慌てず行動できるよう、普段か
ら役割分担や連絡方法の確認などをしておきましょう。

< 確認しておきたいこと>
[〉一時集合場所、広域避難場所
などの確認、避難所、避難経
路はどこか( 図1)

レ家族間の連絡方法と、落ち合
う場所をどこにするか

[〉非常持ち出し袋や医薬品がど
こに置いてあるか

レ避難する場合、だれが何を持
ち出すか

図1 避難経路

● 寝る位置を考え、枕元には懐中電灯●

寝ている間は、人間が最も無防備な状態です。危険な物は遠ざ
けたり寝る位置を考えるなど、家の中でも長い時間を過ごす、寝
室などの地震対策を怠らないようにし ましょう。枕元に懐中電
灯・非常持ち出し袋・靴やスリッパを用意しておくと、いざとい
う時に役立ちます。

● ガ ラ ス の 飛 散 防 止 ●

揺れが大きくなるとガラスが破損・落下します。飛
び散ったガラスの破片でけがをしないように、対策を
取りましょう

● 住 宅 の 耐 震 チ ェ ッ ク ●
阪神・淡路大震災で、家屋倒壊による死者は、死者

全体の約75% にも及びました。地震による家屋倒壊な
どを防ぐため、家の危険箇所のチェックをしておき、
見つけた危険箇所は、修理や補強を行いましょう。専
門業者による耐震診断を受けるのも1 つの方法です
(有料) 。特に、昭和56年の建築基準法大改正( 新耐震
設計法導入) 以前に建てられた家屋は、被害を受ける可
能性が高いので、注意が必要です。
< ワンポイント>
地震で住宅が壊れたり、地震による火災で住宅が焼

けたりした場合、火災保険では補償されませんが、地
震保険で補償が受けられます。地震保険は火災保険に
入っていることが契約の条件で、津波被害も対象にな
っています。保険料は、建物の耐震性、都道府県別に
定めた危険度によって違います。くわしくは各保険会
社に問い合わせてください。

● 火のそばはすっきり整とん●

万一の出火に備え、消火器や消火用バケツなどをす
ぐ使える場所に用意しておきましょう。ガスコンロや
ストーブなどの上に燃えやすいものが落ちたり、倒れ
かかったりしないよう、回りを整理しておきましょう。
アルコールや食用油など燃えやすい物は、普段から火
の回りに置かないようにしましょう。
< ワンポイント>
日ごろから風呂の水を捨てずに残しておくことも簡

単にできる火災対策になります。火災時の消火用水と
して、また、断水時には洗濯やトイレ用水などの生活
用水として、有効活用できます。

「
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合
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が
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ン
し
ま
す

竹
の
塚
複
合
施
設
(
西
竹
の
塚
2
-
1
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-
8
)
は
、
旧
竹
の
塚
保
健
総
合
セ

ン
タ
ー
の
建
物
を
利
用
し
、
地
域
会
議
室
、
子
育
て
サ
ロ
ン
、
埋
蔵
文
化
財
調

査
室
、
餌
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
入
り
ま
す
。

※
駐
車
で
き
る
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
来
館
の
際
は
、
で
き
る
だ
け

電
車
・
バ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
下
さ
い

各 施 設 の ご 案 内
1・2 階

1
0月
1
日
オ
ー
プ
ン

竹
の
塚
地
域
会
議
室

町会・自治会の会議や子ども会の事業など、周辺地域の
活動・交流の場に利用してください。 利用日時等= 表2
対象=7 人以上の区民グループ 費用= 無料 問先= 住区
推進課事業調整係S3880 ―5858

表2 地域会議室利用申込方法等

※ 公共的団体( 町会、自治会、商店街冶 λ 振興組合、子ども
会など) が本来目的で使用する場合は、伊興区民事務所で3 ヵ
月前から申し込めます

▼ 展示予定の伊
興遺跡で出土
した土器

▲ 複合施設として新装オープンする、旧竹
の塚保健総合センターの外観

徒竹面 識 潴 酸罰 稲 徒徒F

2 階
9
月
2
6日
オ
ー
プ
ン

(社
)足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
七
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
す

㈱
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
竹
の
塚
複
合
施
設
の

2
階
に
移
転
し
、
9
月
2
6
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
ま
す
。
仕
事
の

発
注
、
入
会
や
高
齢
者
の
就
業
相
談
な
ど
、
来
所
の
際
は
場
所
を

間
違
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
相
談
な
ど
の
受
付

時
間
=
午
前
9
時
～
H
時
、
午
後
1
時
～
4
時
(
土
・
日
・
祝
日

お
よ
び
休
館
日
を
除
く
)
問
先
=
㈱
足
立
区
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
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▽
9
月
2
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の
番
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…
…
…
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3
8
5
9
)
2
5
6
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　

控
(
3
8
5
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)
2
2
9
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▽
9
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…
…
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3
8
6
0
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2
5
5
0
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8
6
0
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2
5
6
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「
子
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士
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る
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し
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い
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す
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。
利
用
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=
毎
週
月
～
金
曜
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前
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日
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)
対
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U
O
～
3
歳
児
と
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者
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区
内
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文
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毛
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伊
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特
色
あ
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し
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伊
興
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出
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展
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す
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、
こ
の
竹
の
塚
複
合
施
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特
設
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設
け
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時
代
か
ら
平
安
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代
の
出
土
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を
公
開
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ま
す
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発
掘
調
査
の
様

子
も
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
埋
蔵
文
化
財
調
査
室
で
は
、

出
土
品
の
整
理
作
業
が
行
わ
れ
ま
す
。
問
先
U
文
化
財
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啻
(
3
8
8
0
)
5
9
8
4

1
6年
度
「
区
民
の
声
」

受
け
付
け
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

「
区
民
の
声
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、皆
さ
ん
か
ら
の

区
政
に
関
す
る
意
見
・
提
案
・
要
望

な
ど
に
、
区
長
が
直
接
目
を
通
す
と

共
に
、
担
当
課
で
の
具
体
的
な
対
応

や
、
今
後
の
事
業
の
参
考
に
す
る
な

ど
、
施
策
に
反
映
し
て
い
く
制
度
で

す
。
ま
た
、
回
答
の
必
要
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
I
週
間
以

内
に
、
担
当
課
か
ら
直
接
回
答
し
て

い
ま
す
。

1
6年
度
に
区
長
へ
の
メ
ー
ル
・
広

聴
(
ガ
キ
ー
フ
ァ
ク
ス
・
電
話
な
ど

で
寄
せ
ら
れ
た
声
は
、
千
6
3
9
件
で
し

た
(
表
3
8
6
)
。
問
先
U
区
民
の

声
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
9

表3 「区民の声」に寄せられた声の内容種別内訳( 件数)

表4 「区民の声」の送付手段別内訳( 件数)

※ 厂声の箱」とは庁舎内に設置の「お客様の声」の箱を指します

表5 「区民の声」の送付者年代別内訳( 件数)

表6 「区民の声」に寄せられた声の政策項目別主な内容( 件数)

◎ おわびと訂正 あだち広報8 月10日号5 面「道路を大切にしましょう」と「自動二輪車を運転する皆さんへ」の記事に誤りがありました。
おわびして訂正します。【正】2005「道の日」道路標語最優秀賞 《監察係》/ 【正】( 125cc超) 《交通安全係》
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間
=
▽
郵
送
・
:
9
月
1
6
日
消
印
有

効
▽
持
参
…
9
月
2
0
日
・
2
1
日

※
受
付
時
間
は
、
午
前
1
0
時
～
午
後

5
時

申
先
=
▽
郵
送
・
:
特
別
区
人

事
委
員
会
事
務
局
任
用
課
(
〒
1
0
2・

0
0
7
2
千
代
田
区
飯
田
橋
3
-
5

-
I
)
▽
持
参
…
各
区
役
所
人
事

担
当
課
・
特
別
区
人
事
委
員
会
事
務

局
任
用
課
問
先
u
特
別
区
人
事
委

員
会

事
務
局

任
用

課
採

用
係

啻
(
5
2
1
0
)
9
7
8
7

テ
レ

ホ
ン

サ

ー
ビ
ス
(
2
4

時

間
)

啻
(
3
2
6
1
)
2
2
2

1

(
§
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
t
o
k
y
o
2
3
c
i
t
y
.

o
『
.
j
p
/
s
a
i
y
o
u
-
s
i
k
e
n
.
h
t
ヨ

区

・
人
事
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
1

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
師
募
集

区
立
小
・
中
学
校
で
、
非
常
勤
講

師
と
し
て
勤
務
で
き
る
方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
対
象
H
小
学
校
全
科

ま
た
は
中
学
校
数
学
、
英
語
、国
語
、

理
科
、
社
会
の
い
ず
れ
か
の
教
員
免

許
を
持
っ
て
い
る
6
5歳
未
満
の
方

※
く
わ
し
く
は
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
教
職
員
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
4
6
5

千
住
仲
町
創
業
支
援
館

「
は
ば
た
き
」
入
居
者
募
集

「
は
ば
た
き
」
(千
住
仲
町
2
4
-
2
)

は
、
手
ご
ろ
な
家
賃
で
、
意
欲

あ
る
起
業
家
(
区
内
外
問
わ
ず
)
の

経
営
活
動
を
支
援
す
る
賃
貸
オ
フ
ィ

ス
で
す
。
商
談
・
交
流
室
で
は
創
業

指
導
員
が
、
入
居
者
以
外
の
創
業
相

談
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
(
予
約

制
)
。
募
集
室
数
=
I
室
(
9
1一
・
〇

㎡
)

入
居
期
間
=
2

年
間
(
審
査

に
よ
り
1
年
に
限
り
延
長
可
能
)

申
込
=
必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵

送

※
申
込
用
紙
・
募
集
要
項
に
つ

い
て
は
、
中
小
企
業
支
援
課
で
配

付
。
区
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可

受
付
期
間
=
8
月
2
5

日
～
9
月
2
2日
(
郵
送
の
場
合
は

消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
創
業
支

援
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
I
-
1
7
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
5
1
8
4

納
期
限
を
守
り
ま
し
ょ
う

1
7年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
2

期
の
納
期
限
は
、
8
月
3
1日
で

す
。
早
め
に
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局

な
ど
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
納
税

課
、
区
民
事
務
所
の
窓
口
で
納
め
て

く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
第
2
期
分
を
8
月
3
1日
に
引
き

落
と
し
ま
す
。
口
座
の
残
高
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
相

談
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
3
6

区
有
地
売
却
を
し
ま
す

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
、
区
有
地

を
売
り
払
い
ま
す
(
住
宅
の
用
途
指

定
あ
り
)
。
入
札
日
=
1
0
月
1
4
日

入
札
場
所
H
区
役
所
対
象
物
件
n

表
・
-
申
し
込
み
受
付
期
間
=
1
0
月

3
日
～
7
日

※
案
内
書
は
8
月
2
5

日
か
ら
財
産
活
用
課
で
配
付
申
・

問
先
u
財
産
活
用
課
活
用

酋
(
3
8
8
0
)
5
8
4
2

窓
口
封
筒
広
告
募
集

区
民
事
務
所
な
ど
で
、
各
種
証
明

書
交
付
の
際
に
使
う
封
筒
に
掲
載
す

る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。
対
象
H

区
内
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
も

の
/
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見
広
告
、

個
人
宣
伝
に
関
わ
ら
な
い
も
の
/
公

の
秩
序
、
善
良
な
風
俗
に
反
し
な
い

も
の
広
告
の
サ
イ
ズ
(
1
枠
)
H

縦
4
叩
×
横
8
㎝
募
集
枠
数
H

表
・
裏
面
各
4
枠
、
計
8
枠
掲
載
予

定
(
抽
選
)
費
用
(
・
-
枠
分
)
H

▽
表
面
…
2
0万
円

▽
裏
面
…
1
0万

円

印
刷
予
定
部
数
=
5
3万
部

申

込
=

窓
口

期
限
=
9

月
3
0
日

申
・
問
先
=
住
民
記
録
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
7
2
4

表1 売り払い(入札)を行う物件( 土地)
8
月
3
0
日
～
9
月
5
日

は
建
築
物
防
災
週
間

毎
年
、
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害

に
よ
り
、
建
物
へ
の
被
害
と
共
に
、

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
防
災
の
視
点
か
ら
、
身

の
周
り
を
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

建
物
の
維
持
保
全
を
適
正
に
行
う
こ

と
で
事
故
を
防
げ
た
り
、
災
害
時
の

被
害
を
軽
減
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。

期
間
中
、
区
で
は
建
築
物
の
防
災

対
策
を
進
め
る
た
め
、
防
災
査
察
な

ど
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
建
設

リ
サ
イ
ク
ル
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
1
7

外
国
に
い
て
も
国
政
選
挙
の
投
票

が
で
き
ま
す
「
在
外
選挙
制
度
」

在
外
選
挙
は
国
政
選
挙
の
比
例
代

表
選
挙
に
限
り
、
国
外
に
住
所
が
あ

る
方
が
、
在
外
公
館
投
票
、
郵
便
投

票
、
帰
国
し
て
の
国
内
で
の
投
票
の

い
ず
れ
か
に
よ
り
投
票
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
、
事
前
に
在
外
選
挙

人
名
簿
へ
の
登
録
が
必
要
で
す

対

象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
…

日
本
国
民
で
満
2
0歳
以
上
/
住
民
登

録
の
転
出
届
(
国
外
)
を
提
出
し
て

お
り
、
引
き
続
き
3
ヵ
月
以
上
そ
の

住
所
を
管
轄
す
る
領
事
館
の
管
轄
区

域
内
に
有
す
る
/
公
民
権
を
停
止
さ

れ
て
い
な
い

登
録
方
法
H
本
人
ま

た
は
同
居
の
家
族
が
、
旅
券
な
ど
必

要
書
類
を
在
外
公
館
窓
口
に
持
参

※
必
要
書
類
な
ど
に
つ
い
て
は
、
管

轄
の
在
外
公
館
に
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
登
録
の
手
続
き
は
す
べ
て
郵
送

で
行
う
た
め
、
I
ヵ
月
以
上
掛
か
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
公
示
日

か
ら
選
挙
当
日
の
間
は
登
録
で
き
ま

せ
ん
。手
続
き
は
、
早
め
に
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い

問
先
=
選
挙
管
理
委

員
会

容
(
3
8
8
0
)
5
5
8
1

年
金
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

将
来
、
年
金
を
減
額
さ
れ
た
り
、

受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
し
な
い
よ

う
に
、表
2
に
該
当
す
る
方
は
届
け

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
加
入
な
ど
の
届
け
出
に

は
、
基
礎
年
金
番
号
の
記
入
・
確
認

が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
ま
た
は
基

礎
年
金
番
号
通
知
書
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
申
先
=
年
金
適
用
係
ま

た
は
区
民
事
務
所

問
先
=
年
金
適

用
係

酋
(
3
8
8
0
)
5
8
4
3

表2 年金手続きが必要なとき

自
転
車
で
出
掛
け
て
も
、

放
置
は
し
な
い
で

秋
に
な
る
と
自
転
車
で
外
出
す
る

方
が
増
え
、
そ
れ
に
伴
い
自
転
車
放

置
も
増
え
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
自

転
車
を
利
用
す
る
方
は
、
自
転
車
を

道
路
上
に
放
置
せ
ず
、
必
ず
自
転
車

駐
車
場
な
ど
に
置
い
て
く
だ
さ
い
。

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に

指
定
し
、
放
置
さ
れ
た
自
転
車
は
撤

去
し
て
い
ま
す
。
自
転
車
を
引
き
取

る
に
は
、
2
千
円
の
撤
去
手
数
料
が

必
要
で
す
。
自
転
車
は
撤
去
後
2
ヵ

月
を
過
ぎ
る
と
処
分
し
ま
す
。

口
自
転
車
の
盗
難
が
増
え
て
い
ま
す

自
転
車
は
必
ず
防
犯
登
録
を
し

て
、
鍵
を
二
重
に
付
け
る
な
ど
の
盗

難
防
止
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

も
し
盗
ま
れ
た
と
き
は
、
す
ぐ
に

警
察
へ
盗
難
届
を
出
し
て
く
だ
さ

い
。
撤
去
日
以
前
に
盗
難
届
が
出
て

い
る
場
合
は
、
撤
去
手
数
料
が
免
除

に
な
り
ま
す
。い

ず
れ
も

問
先
=
自
転
車
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
1
4

9 月1 日から
住民基本台帳の閲覧を
制限します
区民の個人情報を保護する緊急

対策として、公用や公益目的以外
の住民基本台帳の閲覧は目視のみ
とし、転記することを禁止しま
す。 問先= 住民記録係

S3880 ―5724

9月の国民年金の相談

国民年金保険料の納付などについて、相談
を受け付けます。

※ いずれも時間は、午前10時～午後3時30分

図書館臨時休館

館内消毒や防災点検な
どのため、一部の図書館が
臨時休館となります( 表3)
。開館中の図書館を利

用してください。 問先=
中央図書館B5813 ―3740

表3 図書館臨時休館日
一覧( 9 月分)

掲

示

板

□
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
と
寡
婦

向
け
パ
ソ
コ
ン
実
践
講
習
会

日
時
=
1
0月
1
5日
倒
・
1
6日
㈲
・
2
2

日
出
・
2
3日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
前
9

時
～
午
後
4
時

場
所
=
都
立
足
立

技
術
専
門
校

対
象
=
簡
単
な
パ
ソ

コ
ン
操
作
の
で
き
る
、
ひ
と
り
親
家

庭
の
母
と
寡
婦

※
保
育
あ
り

定

員
=
2
0人

申
込
H
往
復
(
ガ
キ
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

応
募
の
動
機
、
就
労
状
況
を
明
記

受
付
期
間
日
9
月
5
日
～
2
0日
(
必

着
)

申
・
問
先
―
財
東
京
都
母
子

寡
婦
福
祉
協
議
会

〒
1
6
2・0
8
2
3

新
宿
区
神
楽
河
岸
1
-
1

啻
(
5
2
6
1
)
1
3
4
1

□
一
日
だ
け
の
広
重
展

日
時
=
9
月
6
日
㈹
、
午
前
H
時
～

午
後
5
時

内
容
H
歌
川
広
重
の
作

品
2
5点
を
展
示

※
午
後
1
時
3
0分

か
ら
広
重
忌
法
要

場
・
問
先
=
東

岳
寺

啻
(
3
8
9
9
)
3
7
9
0

□
「
ゆ
く
え
不
明
の
人
を
さ
が
す

相
談
所

」
開
設

日
時
=
9
月
1
日
～
3
0日
、
午
前
9

時
～
午
後
4

時
(
毎
日
開
設
)

場

所
=
区
内
の
警
察
署
(
千
住
、
竹
の

塚
、綾
瀬
、西
新
井
)
ほ
か
都
内
各
署

問
先
=
警
視
庁
身
元
不
明
相
談
室

啻
(
3
5
9
2
)
2
4
4
0
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今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
す

1
0月
1
日
、
全
国
一
斉
に
国
勢
調

査
が
行
わ
れ
ま
す
。
日
本
に
住
ん
で

い
る
す
べ
て
の
人
が
対
象
と
な
る
、

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。
9
月
下
旬

か
ら
、
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅

に
、
調
査
票
記
入
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
先
=
統
計
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
2
5
1

看
板
・
日
よ
け
の
道
路
占

用
実
態
調
査
を
行
い
ま
す

道
路
を
特
定
の
人
が
継
続
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
法
令
な
ど
に
よ
る

一
定
の
基
準
を
守
っ
た
上
で
、
道
路

管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。区
で
は
1
6年
度
に
引
き

続
き
、
9
月
か
ら
区
道
上
の
看
板
・

日
よ
け
が
占
用
許
可
基
準
に
適
合
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
把
握
す
る
た

め
、
委
託
業
者
が
調
査
の
た
め
に
店

舗
を
訪
問
し
、
道
路
占
用
実
態
調
査

を
行
い
ま
す
(
主
に
区
の
西
部
・
北

東
部
)
。
調
査
の
結
果
、
許
可
基
準

に
適
合
し
た
看
板
・
日
よ
け
で
道
路

占
用
許
可
を
受
け
て
い
な
い
も
の

は
、
そ
の
手
続
き
を
し
て
、
道
路
占

用
料
を
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
許
可
基
準
に
適
合
し
な
い
も

の
は
、
道
路
管
理
上
支
障
と
な
ら
な

い
よ
う
に
撤
去
ま
た
は
改
善
し
て
も

ら
い
ま
す
。
問
先
=
占
用
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
9
0
7

世
論
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

区
で
は
、
皆
さ
ん
の
声
を
区
政
に

生
か
す
た
め
、
毎
年
「
足
立
区
政
に

関
す
る
世
論
調
査
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
今
年
の
主
な
テ
ー
マ
は
「
人
権
」

「
国
際
化
」
で
す
。
結
果
は
統
計
的

に
数
字
と
し
て
処
理
し
、
個
人
は
特

定
し
ま
せ
ん
。
期
間
=
8

月
2
2日

～
9
月
9
日

対
象
=
無
作
為
に
選

ん
だ
2
0歳
以
上
の
区
民
3
千
人

調

査
方
法
=
区
が
委
託
し
た
調
査
会
社

か
ら
調
査
票
を
郵
送
。
記
入
後
、
返

信
用
封
筒
で
返
送

問
先
=
区
民
の

声
係

啻
(
3
8
8
0
)
5
8
3
9

催

し

物

ガ
イ

ド

定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
8
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

星
と
音
楽
の
タ
ベ

日
時
等
=
▽
9
月
3
日
・
1
7日
・
:
W
I

・
l
n
d
s

▽
9
月
1
0日
・
2
4日

・
:
ア
イ
ソ
ト
ニ
ッ
ク

ー
サ
ウ
ン
ド

～
空
～

※
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午

後
6
時
開
演
。
チ
ケ
ッ
ト
は
当
日
、

午
後
3
時
2
0分
発
売
開
始

費
用
―

大
人
2
0
0円
、
小
・
中
学
生
1
0
0円

※

未
就
学
児
も
座
席
使
用
は
チ
ケ
ッ
ト

が
必
要
(
1
0
0円)

チ
ケ
ッ
ト
販
売
・

場
・
問
先
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
イ
こ

」

ど
も
科
学
館

啻
(
5
2
4
2
)
8
1
6
1

第
二
土
曜
日
(
無
料
公
開

日
)
の
映
画
会

日
時
=
9
月
1
0日
倒
、
午
前
H
時

内
容
日
「
ふ
る
さ
と
か
ら
く
り
風
土

記
～
八
女
福
島
の
燈
篭
人
形
～
」
　

(
3
0
分
)
…
屋
台
を
組
ん
で
行
う
人

形
カ
ラ
ク
リ
芝
居
/
「
細
川
紙
の
美

を
洫
く
～
和
紙
の
こ
こ
ろ
～
」
　

(
3
0分
)
・
:埼
玉
県
小
川
町
の
文
化

財

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

場
・
問
先
=
郷
土
博
物
館

啻
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

あ
そ
び
の
広
場
へ
お
い
で
よ
!

「
お
月
見
を
遊
ぼ
う
」

日
時
=
9
月
1
0
日
出
、
午
後
1
時
～

4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・

こ
ど
も
科
学
館
対
象
=
幼
児
～
中

学
生

※
幼
児
は
保
護
者
同
伴

内

容
=
十
五
夜
の
お
月
見
を
楽
し
む
遊

び

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問

先
U
青
少
年
セ
ン
タ
ー
青
少
年
事
業

係

酋
(
5
2
4
2
)
8
1
6
9

あ
だ
ち
3
R
フ
ェ
ア

2
0
0
5
「
鳥
越
俊
太

郎
氏
記
念
講
演
会
」

日
時
H
9
月
2
8
日
㈲
、
午
後
6
時
3
0

分
～
8
時
3
0
分
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク

シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル

対

象
=
区
内
在
住
・
在
学
・
在
勤
の
方

内
容
H
▽
第
1
部
…
K
i
r
a
K
i
r
a

ミ
ニ
ラ
イ
ブ

▽
第
2
部
…

鳥
越
俊
太
郎
氏
(
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス

タ
士

講
演
会
「
今
、
あ
な
た
に
求

め
る
地
球
へ
の
愛
M

」
定
員
u
9
0
0

人
(
抽
選
)

申
込
―
往
復
(

ガ
キ

に
住
所
、氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、年
齢
、

電
話
番
号
、「
講
演
会
希
望
」
を
明

記

※
(
ガ
キ
ー
枚
に
つ
き
I
人

期
限
=
9
月
8
日
必
着

申
・
問
先
n

あ
だ
ち
再
生
館
(
月
曜
休
館
)

〒
1
2
0・0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-
I

啻
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0

消
費
者
セ
ン
タ
ー
の
講
座

□
暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

「
契
約
の
赤
信
号
・
青
信
号

～
事

例
で
学
ぶ
契
約
ト
ラ
ブ
ル
対
処
法

～
」
(
2
日
制
)

日
時
=
9
月
1
5
日
困
・
1
0
月
2
0
日

㈲
、
午
後
6
時
3
0
分
～
8
時
3
0
分

内
容
=
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
、
架
空
請

求
、
訪
問
販
売
、
敷
金
返
還
な
ど
様

々
な
契
約
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
事

例
を
基
に
、
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
知

識
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
の
対
処

法
を
学
び
ま
す

講
師
=
岡
田
ヒ
ロ

ミ
氏
(
消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
古

□
消
費
者
講
座
「
患
者
力
を
ア
ッ
プ

さ
せ
る
医
療
消
費
者
講
座

～
賢
い

。患
者
=
医
療
消
費
者
"
に
な
る
た

め
に
～
」

日
時
=
9
月
2
7
日
収
、
午
後
1
時
3
0

分～
3
時
3
0
分
内
容―
病
院
・
医

師
の
選
び
方
や
上
手
な
付
き
合
い

方
、
患
者
の
権
利
、
薬
な
ど
に
つ
い

て
学
び
、
医
療
消
費
者
と
し
て
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の
講
座

講
師
=

和
田
努
氏
(
医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
)

い
ず
れ
も

場
所
=
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア

対
象
=

区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定

員
n
7
0人
(
先
着
順
)

申
込
n
電

話
ま
た
は
窓
口

申
・
問
先
=
消
費

者
セ
ン
タ
ー

啻
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

審議会等の公開( 8 月未掲載分・9 月分)

会議は公開です。傍聴方法など、くわしくはお問い合わせくだ
さい。

夕 焼け 放送の
時間変更

夕焼け放送は、9 月1
日から10月31日まで午後5
時になります。 問先=
青少年センター施設担

当係S5242 ―8163

ひ
ろ

ば

=
催
し
物
=

☆
あ
だ
ち
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
」
チ
ー
ム
参
加

者
募
集
9

月
1
8日
㈲
、
午
前
9
時
3
0

分
/
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
中
庭
/

I
チ
ー
ム
小
学
生
8
人
/
フ
ァ
ク
ス

で
申
し
込
み
/
多
田

普
・
膃
(
3
8
6
0
)
9
3
8
4

☆
赤
ち
ゃ
ん
大
会
8

月
2
8日
鷦
、

午
前
1
0時
～
午
後
3
時
/
1
6年
生
ま

れ
の
赤
ち
ゃ
ん
/
計
測
、
健
康
診

断
、
栄
養
・
育
児
相
談
/
勝
楽
堂
病

院

啻
(
3
8
8
1
)
0
1
3
7

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」

を
め
ざ
し
て

「
お
金
が
落
ち
ま
し
た
よ
!
」

〝途
中
ね
ら
い〟
に
注
意
し
ま
し
よ
う
!
　

途
中
ね
ら
い
と
は
、
銀
行
な
ど
で

お
金
を
下
ろ
し
、
多
額
の
現
金
を
持

っ
て
い
る
人
を
ね
ら
う
犯
罪
で
す
。

被
害
の
実
例
で
は
、
銀
行
か
ら
出

て
き
た
女
性
の
肩
を
た
た
き
な
が

ら
、「
お
金
が
落
ち
ま
し
た
よ
」「
服

が
汚
れ
て
い
ま
す
よ
」
な
ど
と
声
を

掛
け
、
注
意
を
そ
ら
し
た
す
き
に
現

金
な
ど
の
所
持
品
を
盗
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
際
、
犯
人
は
複
数
で
、
見

張
り
役
、
声
掛
け
役
、
盗
み
役
そ
れ

ぞ
れ
が
連
携
し
て
犯
行
を
行
い
ま

す
。

ま
た
、
最
近
は
手
口
も
巧
妙
に
な

り
、「
お
金
が
落
ち
ま
し
た
よ
」
と

声
を
掛
け
る
と
き
、
実
際
に
自
分
の

現
金
を
落
と
し
た
り
、
A
T
M
(
自

動
現
金
預
け
払
い
機
)
で
現
金
を
下

ろ
し
て
い
る
相
手
の
後
方
な
ど
か
ら

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
を

盗
み
見
て
お
き
、
そ
の
後
、
カ
ー
ド

を
盗
ん
で
預
金
を
引
き
出
す
と
い
っ

た
ケ
ー
ス
ま
で
あ
り
ま
す
。

□
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
、
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▽
銀
行
な
ど
の
中
で
も
、
財
布
な
ど

の
貴
重
品
は
手
元
か
ら
離
さ
な
い

▽
外
国
人
グ
ル
ー
プ
の
犯
罪
が
増
え

て
い
る
の
で
、
カ
タ
コ
ト
の
日
本

語
で
話
し
掛
け
ら
れ
た
と
き
は
、

特
に
周
囲
を
警
戒
す
る

▽
銀
行
の
A
T
M

の
周
り
で
、
不
審

な
人
を
見
掛
け
た
と
き
は
、
銀
行

の
警
備
員
に
通
報
す
る

《
危
機
管
理
室
》

あしだち大学 参加者募集
日時等= 表4 ・5 対象= 全講座に出席できる、区内在住・在
勤の60歳以上の方( 10 月1 日現在) 定員= レ健康コース… 40
人[ > 歴史コース… 50人 ※いずれも抽選 申込= 往復八

ガキに住所、氏名、年齢、性別、電話番号、希望コース1 つ
を明記( 2 コース共、公開講座を含む) 期限=9 月5 日消
印有効 申・問先= 千住老人館 〒120- 0041 千住元町34- 1　　　

S3882 ―2765
表4 〈健康コース〉「心もからだも活き活きと」( 千住老人館)

※ 時間は、午後1時30分～3時30分( 11/ 25のみ午後2時～4時)

表5< 歴史コース> 「川から学ぶあだち」( 西部老人館)

※ いずれも時間は、午後1時30分～3時30分

□ 公開講座 工・Ⅱの募集
日時等= 表6 対象= 区民 定員= 各100人( 先着順) 申込=
当日直接会場へ 問先= 千住老人館H3882 ―2765

住区推進課事業調整係H3880 ―5858
表6< 公開講座> 全コース共通( ギャラクシティ・西新井文化ホール)

※ いずれも時間は 、午後1 時30分( 受け付け ・開場は午後1 時 から)
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郷
土
博
物
館
　
特
別
展

「

地

口

行

灯

の
世

界」

～
足
立
の
街
角
を
照
ら
す
～

9
月
4
日
～
1
2月
4
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時

千
住
を
は
じ
め
、足
立
の
秋
祭
り
を
彩
る
よ
う
に
な
っ
た
地
口
行
灯
。発
祥
の
経
緯
や
、

関
東
周
辺
各
地
の
職
人
と
そ
の
作
品
、現
在
の
地
口
行
灯
祭
り
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。地
口

行
灯
の
来
歴
と
共
に
、
言
葉
遊
び
と
日
本
の
文
化
に
親
し
め
る
特
別
展
で
す
。

地
口
行
灯
と
は
?

「
地
口
」
と
は
駄
洒
落
の
一
種
で

あ
る
言
葉
遊
び
で
あ
り
、
こ
と
わ

ざ
・
有
名
な
芝
居
の
せ
り
ふ
・
格
言

な
ど
を
似
た
音
の
言
葉
に
置
き
換
え

た
も
の
で
す
。そ
の
地
口
に
合
わ
せ

た
滑
稽
な
画
を
描
き
行
灯
に
し
た

て
、
祭
礼
の
と
き
に
氏
子
の
家
の
門

口
や
神
社
の
参
道
に
飾
る
の
が
地
口

行
灯
で
す
。

展
示
の
あ
ら
ま
し

□
地
口
行
灯
の
発
祥

地
口
行
灯
は
ど
の
よ
う
に
始
ま
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
広
ま
っ
て
い
っ
た

の
で
し
ょ
う
。
最
盛
期
(
江
戸
時
代

文
化
文
政
期
以
降
)
に
は
、
名
を
残

し
た
浮
世
絵
師
が
地
口
絵
の
手
本
を

描
い
た
種
本
が
出
版
さ
れ
る
程
、
流

行
し
ま
し
た
。
現
在
も
伝
わ
る
地
口

行
灯
の
発
祥
な
ど
を
探
り
ま
す
。

□
地
口
行
灯
の
祭
り

地
口
行
灯
を
飾
る
祭
礼
は
、
ど
こ

ま
で
広
が
り
、
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
各
地
の
地
口

行
灯
の
祭
り
を
紹
介
し
ま
す
。

□
職
人
と
地
口
絵
紙

地
口
行
灯
を
描
く
職
人
は
、
ど
の

よ
う
な
人
た
ち
な
の
で
し
ょ
う
。代

々
伝
わ
る
絵
柄
を
基
に
作
画
し
て
い

る
、
職
人
ご
と
の
違
い
を
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

主
な
展
示
資
料

口
地
口
絵
紙
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

吉
田
絵
馬
屋
(
足
立
区
千
住
)
/

大

嶋
屋
(
荒
川
区
)
/
び
ら
武
(
北
区
)
/

国
華
堂
(
練
馬
区
)
/

東
屋
人
形

店
(
所
沢
市
)
/

ま
す
だ
や
(
所
沢

市
)
/

津
知
屋
提
灯
店
(
川
越
市
)
/

は
な
び
や
人
形
店
(
東
村
山
市
)

ほ
か

□
地
口
行
灯
関
係
古
典
籍

「
御
祭
礼
地
口
行
灯
」
…
地
口
の
種

本
(
江
戸
時
代
後
期
、
加
藤
栄
子
氏

所
蔵
)
/
「
下
絵
帳
」
・
:
地
口
絵
の

事
例
集
(
嘉
永
3
年
〈
1
8
5
0
年
〉～

安
政
2
年

〈
1
8
5
5

年
〉、
津

知
屋
提
灯
店
所
蔵
)
ほ
か

こ
こ
に
注
目

区
内
に
は
、千
住
四
丁
目

の
吉
田
絵
馬
屋
(
区
登
録
無

形
民
俗
文
化
財
)
が
あ
り
、

都
内
で
も
希
少
と
な
っ
た
伝

統
的
な
地
口
絵
紙
(
じ
ぐ
ち

え
が
み
)
を
伝
え
て
い
ま

す
。特

別
展
や
関
運
イ
ベ
ン
ト
の
場
所
・
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は

郷
土
博
物
館
へ

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

郷

土
博
物

館

の利用
案

内

開
館
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
5

時

休
館
日
=
月
曜
日
(
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
が
休
館
)
お
よ

び
年
末
年
始

入
館
料
=

大
人
(

高
校
生
以
上
)
2
0
0
円
、団
体
(
2
0

人
以
上
)

は
半
額

※
区
内
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
7
0
歳
以
上
の

方
と
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る

方
お
よ
び
介
護
者
I

人
ま
で
は
無

料
。
毎
月
第
2

・
第
3

土
曜
日

、
5

月
5

日

、
1
0
月
1

日

、
い
1
1
一
月
3

日
は
無
料
公
開
日

▲ 千住のまつりでは、各家の軒先に
地口行灯が飾られます

■ 2 月の初午の祭りを描いた浮世絵
( 豊原国周画「子供遊び十二ヶ月」
より一部抜粋) 。後ろに地口行灯
が描いてある

卜
吉
田
絵
馬
屋
の
「
え
ん
ま
舌
の
力
持
」

(元
は
「
縁
の
下
の
力
持
ち
」
)

関
連
イ
ベ
ン
ト

※
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
。

8
月
2
6日
か
ら
受
け
付
け
ま
す

□
講
演
会
「
地
囗
行
灯
に
み
る
江
戸

の
残
照
」

日
時
上
3

時
3
0
分

講
師
=
岡
村
昌
夫
氏

(日
本
人
形
玩
具
学
会
運
営
委
員
)

定
員
=
8
0
人
(
先
着
順
)

申
込
―

電
話
ま
た
は
窓
口

□
連
続
ミ
ニ
講
座
「
き
み
も
地
口
行

灯
「
カ
セ
に
な
ろ
う
」

内
容
H
地
口
行
灯
に
秘
め
ら
れ
た
文

化
を
学
び
、
う
ん
ち
く
(
カ
セ
に
な

り
ま
せ
ん
か
日
程
等
=
表
・
-
申

込
=
希
望
日
を
電
話
ま
た
は
窓
口
で

連
絡

定
員
=

各
回
5
0
人
(
先
着

順
)

□
展
示
解
説
「
展
示
室
の
地
口
で
こ

と
ば
遊
び
」

日
時
=
9

月
1
7日
・
1
0月
1
5日
・
H

月
1
9日
、
い
ず
れ
も
土
曜
日
、
午
後
2

時

※
I
回
約
3
0分

内
容
=
展

示
資
料
を
見
な
が
ら
、
地
口
行
灯
の

楽
し
み
方
を
や
さ
し
く
解
説

申
込
=

当
日
直
接
会
場
ヘ

□
ミ
ニ
体
験
「
地
口
絵
紙
を
創
作
し

て
み
よ
う
」

日
時
=
9
～
H
月
の
第
2
・
第
3
土

曜
日
・
H
月
3
日
祝
、
午
前
一
1
1
1
1
時
～

午
後
3
時

※
こ
の
体
験
で
作
っ
た

作
品
は
、
展
示
紹
介
し
ま
す

申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ

表1 連続ミニ講座日程等

※ いずれも日曜日。時間は、午後2時～3時

スケッチあ だち
まちの情報・話題をお待ちしています。 問先= 広報係O3880- 5815

魚釣りの成果は?
この記事は、広報課へ職場体
験に来た高橋洋介さん( 専修
大学3年生) によるものです。

8月9 日、荒川で「荒川釣り教室」が行われました。男女11人の子
どもたちと保護者が参加し、釣りを通して荒川の自然に触れ、川に暮
らす生き物たちを学習しました。
まず、子どもたちは、泥んこになりながら大きな石をひっくり返し

たり、スコップを使ったりして、エサ取りから体験。
釣 りのポイ ント に移動

してからも、炎天下の中、
子どもたち は元気 いっぱ
いで、自分たちで捕 まえた
エサを針に付け、竿( さお)
と糸を操る のに奮 闘し て
いました。
結局、魚 は釣 れなかった

ものの、参加者からは「釣
堀 とは違って 勉強になっ
た」「難しかったけど、 ま
たやってみたい」といった
声が聞かれました。

1
魚
は
釣
れ
な
く
て
も
、夏
の
思
い

出
は
大
漁
か
な

● アスベスト(石綿)相談窓口を設置しました●
区では、区民の皆さんのアスベストに対する不安や質問などに対応するため、アス

ベスト相談窓口を設置しました。相談内容により、表2 の各窓口に相談してください。
表2 アスベスト相談窓口

古紙配合率100% 再生紙を使用しています B. H292, 430


